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1月号

ふくおかけん

もくじ1月号

県P×県・県教委
陳情対談会・教育懇談会報告／
県教委通信

1面▶▶▶

4－5面▶▶▶
単Pが主役！PTA通信

6面▶▶▶

新年のごあいさつ／子育て研修会のご案内

2面▶▶▶

3面▶▶▶

日P石川大会レポート／九P福岡市大会レポート

8面▶▶▶

食べるってなあに／PTA学校給食教室レポート

7面▶▶▶

新年あけましておめでとうございます
福岡県PTA連合会会長と会務担当副会長より、新年のご挨拶と抱負をお届けします♪

キラリ　　オンリーワンP／
6ブロック母親代表研修会レポート

ナニコレ珍P百景／科学館情報／
動画配信のご案内

午年は「勢いよく前進する年」ともいわれます。元気に駆
ける馬のように、子どもたちが前向きに、そしてのびのび
と成長していく１年であってほしいと願っています。
私たちPTAも、子どもたちのよりよい学びや環境づくりの
ため、一歩一歩確実に前進していけますよう力を合わ
せてまいりたいと存じます。変わらぬご支援・ご協力を賜
りますよう、お願い申し上げます。
皆さまにとって、健康で実り多き１年となりますようお祈り
申し上げます。　　　　　　　　　　　（下原 仁美）

今年度も多くを学びながら挑戦を重ねていきたいと思い
ます。
支えてくださる方々への感謝を力に、県PTAが多くの
仲間にとって“頼れる存在”と感じていただけるよう頑張
ります。
HPや新聞もさらに充実させ、楽しいものにしたい！

（三木 聖隆）

「何事もやった分だけ！」と口ぐせのように話している
私。チャレンジしていく子どもたちに負けないように学び
続けていきたいです！
皆さんに支えられての今があることに感謝の心を忘れ
ずに、より良いPTA活動を行っていけるよう努力してい
きますので本年もどうぞよろしくお願いいたします。

（松尾 菜美子）

今年は私自身が誰よりも一番素晴らしい年になるよう、
いろんなことに取り組んでいこうと思います。自分が一番
楽しくないと、周りを楽しくさせることなんてできませんか
らね！
そして、たくさんの人に出会って、話して、笑って、笑わせ
て…、アイツと出会って良かった、アイツといて楽しかっ
た、と思われるようになりたいと思います。
PTA活動って大変なこともあるけど、それの100倍くら
い楽しかった！と思えるよう一緒に頑張りましょう。
皆さんにとって笑顔に満たされる一年になりますように。

（藤原 健太郎）

今年も皆さまそれぞれの学校のPTA活動が、楽しく充
実し、笑顔あふれ、勢いとエネルギーに満ちあふれ活発
化し、そして、皆さまが自分自身を好きでいられる選択を
し続けられるように、皆さまの声に、耳と心を傾け、寄り添
い、支え、時には道しるべを示しつつ、共に前に進んで
いけたらと思います。
皆さまが笑えば、子どもも笑う、そして地域が明るくなりま
す！
皆さまと共に笑顔で、1日1日を楽しんでいけたらと思いま
す！
本年もどうぞよろしくお願いいたします。　　（郷原 真一）

2026年は「午年」。今年も福岡県PTA連合会、元気に
スタートです！
本年も「子どもたちの笑顔のために！できる人が、でき
ることを、できるときに。」を合言葉に、皆さま方から必要と
される組織づくりをめざして、マラソンのようにコツコツと
走りぬいていきます。
2026年もPTA活動を共に創っていきましょう！！

（会長　鬼頭 良典）

新しい1年も、子どもたちと笑顔あふれる毎日になります
ように。
今年の私のテーマは 「全力笑顔（ぜんりょくえがお）」
どんな時も笑顔を忘れず、楽しく前向きにがんばりま
す！
七福神のひとりとして、皆さんに“笑顔の福”をお届けで
きたらうれしいです
本年もどうぞよろしくお願いいたします　　　（矢野 愛）

□日時　令和８年２月23日（月・祝）
　　　　13：00～16：15
□会場　大野城まどかぴあ（１階 多目的ホール）
　　　　（大野城市曙町２－３－１）

◎12：00～　　　　受付開始
◎13：00～13：10　開会行事
◎13：10～14：10　
　“新”家庭教育宣言実践報告会
　太宰府市立水城西小学校PTA／
　大木町立大莞小学校父母教師の会／
　みやこ町立伊良原小学校PTA・伊良原中学校PTA
◎14：10～14：25
　“新”家庭教育宣言のぼり旗作品　表彰式
◎14：30～16：10
　基調講演「対話のトリセツ
　　　　　　～家族をつなぐことば、脳を育むことば～」
　講師：黒川 伊保子 氏（株式会社 感性リサーチ 代表取締役）
◎16：10～16：15　閉会行事

□会場　大野城まどかぴあ
　　　　（303・304会議室）
□内容　木育講座

子育て研修会
～“新”家庭教育宣言実践報告会～

令和
7年度

子ども体験
学習事業

同時
開催

ご参加
ください♪参加対象

PTA会員（先着300名）

　五感を通した直接的な体験を通して、豊
かな人間性や社会性を育むことを目的とす
る事業です。今回は地域の木材を活かし、
木とふれあう体験型の木育講座を実施し
ます。（子どもたちだけで活動します）
◎小学生チーム：ビー玉迷路づくり
◎中学生チーム：スマホスピーカーづくり
※参加対象：福岡県PTA連合会に所属する
学校に在籍する児童生徒（小学校１年生
～中学校３年生）100名（事前申込制）

参加無料
●託児あり。対象は生後3か月～未就学児まで。人数制限あり・無料。希望の方は事前にお申し込みください。

申込期限：令和8年1月30日（金）
すべての
お申し込みはコチラから➡

プログラム
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県教委通信

地
域
の
子
は

　地
域
で
育
て
る
！ 

　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

生
徒
の
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
背
景
も
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、
学
校

と
家
庭
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い

課
題
に
対
し
、
多
様
な
支
援
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
地
域
総
が
か
り

で
行
う
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事

業
」
を
展
開
し
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
学
び
と
成
長
や
社
会

的
自
立
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
市
町
村
が
主
体

と
な
り
、
地
域
の
公
民
館
や
図
書

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

に
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
、

通
称
「
サ
ポ
ー

ト
ス
ポ
ッ
ト
」

を
つ
く
り
、個
々

の
興
味
・
関
心

に
応
じ
た
多
様

な
体
験
や
学
習

機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
大
牟
田
市
で

は
、
公
民
館
内

に
居
場
所
「
ぱ

す
て
る
」
を
開

設
し
、
週
１
回
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
子
ど
も

サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
さ
ん
や
、
そ

の
日
集
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
子
ど
も

た
ち
の
ペ
ー
ス
に
応
じ
た
活
動
を

作
っ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
や

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た

り
、
調
理
実
習
や
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
を
育

む
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
活
動
は
、
子

ど
も
た
ち
が
社
会
と
つ
な
が
る
大

切
な
一
歩
を
支
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、「
地
域
総
が
か
り
で
行
う

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

「地域総がかりで行う不登校児童生徒支援事業」

大牟田市「ぱすてる
」の様子

県P 県教委
・県

陳情対談会 教育懇談会

PTAからの要望に県が回答しました
令和７年度の陳情内容 ※１・２は重点要望

×
　
県
Ｐ
で
は
毎
年
、県
に「
小
・
中
学
生
の

青
少
年
健
全
育
成
と
P
T
A
活
動
の
振
興

等
に
関
す
る
陳
情
書
」を
提
出
し
て
い
ま

す
。11
月
21
日
、県
Ｐ
と
県
教
育
委
員
会

（
県
教
委
）・
福
岡
県
に
よ
る
陳
情
対
談
会
・

教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。陳
情

対
談
会
で
は
、県
Ｐ
が
９
月
に
提
出
し
て
い

た
陳
情
書
の
重
点
要
望
に
つ
い
て
、教
育

庁
や
県
の
担
当
課
が
回
答
。続
く
教
育
懇

談
会
で
は
、よ
り
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
、各
単
位
P
T
A
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
保
護
者
の
声
を
も
と
に
作

成
し
て
お
り
、県
Ｐ
で
は
毎
年
の
陳
情
を

最
も
重
要
な
活
動
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。鬼
頭
県
Ｐ
会
長
は
対
談
会
の
閉
会
の

言
葉
と
し
て
、「
県
か
ら
誠
意
あ
る
回
答
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、感
謝
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
も
お
願
い
す
る
だ
け
で
な
く
、

県
Ｐ
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
県
教
委
と
手
を
組
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

―
陳
情
に
対
す
る
県
か
ら
の
回
答
は
い
か

が
で
し
た
か
？

　
ど
の
関
係
課
か
ら
も
真
摯
で
前
向

き
な
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、す
べ
て
が
期
待

ど
お
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
手
応

え
は
感
じ
ま
し
た
の
で
、「
取
り
組
ん

で
よ
かっ
た
」と
思
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、懇
談
会
で
は
雰
囲
気
も
和

ら
ぎ
、細
か
い
部
分
ま
で
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
て
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。

―
毎
年
、陳
情
す
る
こ
と
の
意
義
は
？

　
何
年
も
陳
情
し
続
け
て
い
る
項
目
に

つ
い
て
は
、そ
れ
だ
け
解
決
が
難
し
い
課

題
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か

ら
こ
そ
毎
年
継
続
し
て
陳
情
を
行
い
、

県
に
そ
の
背
景
を
丁
寧
に
共
有
し
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
う
し
た
積

み
重
ね
が
、解
決
に
向
け
た
話
し
合
い

を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
対
談
会
で
は
、県
Ｐ
の
皆
さ
ん
も
積

極
的
に
意
見
を
述
べ
ら
れ
、お
互
い
の

思
い
や
考
え
を
共
有
で
き
て
陳
情
内

容
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、と
て
も

良
い
学
び
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
陳
情
に
対
す
る
県
か
ら
の

回
答
は
、県
Ｐ
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
全
文
を
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
皆
さ

ん
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

小
栁 

翔
太

　総
務
委
員
長

総
務
委
員
長
に

　
　聞
き
ま
し
た
！

Interview

生徒指導の充実4
•いじめ・不登校・虐待等の実態把握の上、状況改
善に向けて、スクールカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカー等、小・中学校への配置時間
の増加等の適切な配置。

PTA活動の振興5
•保護者が働きながらＰＴＡ活動を行えるよう企業
等への働きかけをお願いしたい。

その他6
•県が実施しているコミュニティ・スクール導入促
進事業及び地域学校協働活動事業について、事
業内容がまだ認知されていないことから広く周
知されるよう広報活動等により事業の周知をお
願いしたい。

教育環境の整備3
•義務教育の視点に立ち、地域間及び学校間格差
が生じないよう教育環境の整備状況について、
実態調査を徹底していただき、市町村教育委員
会にご指導をお願いしたい。
•全ての市町村において小中学校の体育館、特別
教室等の学校施設が児童・生徒の使用に加えて
避難所としての使用も想定されるので、設備（空
調・トイレ等）の充実をお願いしたい。

児童生徒の命と健康を守る
安全対策
1
•通学路周辺の環境整備等、関係機関と連携した
安全対策の推進。
•SNSに関する問題行動等の実態を把握し広く情
報提供を行い、保護者、地域への啓発を目的とし
た講習会等の充実。

教育の充実を図る教職員配置2
•小学校における定数欠や中学校における教科欠
について、早急に解消していただきたい。
•いじめを始め様々な課題解決や学力向上に向け
た適正な教員配置をお願いしたい。
•中学校における部活動において、部活動指導員
を配置する等の予算確保と、指導者の資質向上
に努めていただきたい。

陳情内容と県の
回答の全文を県
Ｐホームページに
掲載しています。
ぜひご一読くだ
さい！

陳情書を手渡す
鬼頭県P会長（9月）

陳情対談会と教育懇談会の様子。
県Pからは会長、副会長、総務委員
長ら12名が参加しました（11月）

（抜粋）
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日本PTA全国研究大会

石川大会 「サステナブルな未来づくりのために」
　～創造と協働を　石川から～

分科会参加レ
ポート

第
73
回

　8
月
22
・
23
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
石
川
県
立

音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

日
P
全
国
研
究
大
会 

石
川
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
1
日
目
は
8
つ
の
分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域

に
関
す
る
研
究
を
深
め
、
2
日
目
の
全
体
会
で
は

「
能
登
の
創
造
的
復
興
と
学
び
の
環
境
」
を
テ
ー
マ

に
石
川
県
副
知
事
・
浅
野
大
介
氏
が
記
念
講
演
。

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
」
の
導
入
と
「
未
来
の
教

室
」
の
構
想
、
全
国
各
地
の
小
さ
な
町
で
進
む
教
育

環
境
魅
力
化
の
事
例
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
全
体
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
金
沢
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
加
賀
と
び
は
し
ご
登
り
」
が

披
露
さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

伝統の「加賀とびはしご登り」

全体会の様子

提言を行う大溝小PTAの
古賀國弘会長と山浦伸介教頭

第4分科会の様子

「きらりと輝く九州人大賞」で
表彰される池田さん（下）、
成冨さん（左）

浅野大介副知事の
記念講演

●特別第１分科会
　基調提案で何度も言われていたのが「責任を分け合う」とい
うこと。教職員のみに責任を押し付けるのではなく、学校・家
庭・地域で「責任を分け合って」いかなければ、今の子どもた
ちが大人になったとき、人間関係が今よりも希薄になってしま
うのではないかと感じられた。PTAからだけでなく学校からも
啓蒙活動をしていくことで、学校の教職員の負担軽減に少しで
もつながるのではないかと考える。（副会長　藤原健太郎）

●第5分科会
　オープニングアトラクションは、ダンスユニット「A’s（エー
ス）」による迫力あるステージ。参加者をもてなす気持ちと同時
に、主催者自身も楽しみたいという姿勢が伝わってきた。
　分科会全体を通して、広報の役割は単なる周知にとどまら
ず、交流やディスカッションの場をつくり、デジタルや工夫された
ツールを活用することで活動をより活性化できると感じた。広
報は情報を伝えるだけでなく、地域とPTAをつなぐ“場づくりの
推進役”として今後ますます重要になる。（副会長　三木聖隆）

●第３分科会【人権教育】
　提言では大溝小PTAが「子供・保護
者・地域がともに人権を学び合うPTA人
権教育活動の実践」について発表。浅川
中PTAの「解決志向アプローチ（SFA）」
を取り入れた参加型・対話型の研修につ
いても学びがありました。指導助言者の
福岡市立内浜中の校長先生が言われた
「ともかく動こう（知覚動考）＝知識を覚
え動いて分析し、反省する」という言葉に
共感しました。 （副会長　松尾菜美子）

●第４分科会【教育環境】
　筑紫女学園大学・大西良准教授によ
る講演で「質の高い睡眠環境」と「適切
な睡眠時間」が子どもの成長に欠かせ
ないことを実感した。アンケートでは、就
寝1時間前にスマホ等を使用している子
どもが7割にのぼるという。これからの
時代を生きる上で子どもの睡眠をどう
守っていくのか、私たち大人も真剣に考
える必要があると強く感じた。

（副会長　下原仁美）

●特別第2分科会

サステナブルなPTA活動を構築するために

学校が楽しくなる！仲間が集まる広報活動

学校教育における防災の学び
　基調提案にあった「日頃からの人と人とのつながりが助かる命を増
やしていく」という言葉が印象的でした。また、パネルディスカッショ
ンでは、家庭における防災意識をどう高めるかというお話や、学校運
営協議会を中心とした地域での防災への取り組みの紹介を聞くことが
できました。（会長　鬼頭良典）

　能登半島地震およびその後の豪雨災害から得た教訓を、学校教育
にどのように活かすかについて、事例紹介と意見交換が行われました。
「災害発生直後における学校と地域の迅速な連携の必要性」「避難所
としての学校の役割と課題」「子どもたちへの防災教育を通じた『自
助・共助』の力の育成」について学び、特に「日常の教育活動に防災の
学びを取り入れること」の重要性を強く実感しました。（副会長　矢野 
愛）

研究課題

研究課題

研究課題

第70回

日
本
P
T
A

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
大
会

福
岡
市
大
会

　
10
月
18
・
19
日
の
２
日
間
、
福
岡
市
内

４
会
場
で
九
Ｐ
福
岡
市
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
Ｕ

Ｐ
！
Ｐ
Ｔ
Ａ
！
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
描
く

Ｐ
Ｔ
Ａ
」。
１
日
目
の
分
科
会
で
は
６
つ

の
研
究
領
域
に
分
か
れ
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県

は
第
３
分
科
会
「
人
権
教
育
」
を
担
当
。

大
木
町
立
大
溝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
提
言
者

と
な
り
、「
ク
ロ
ー
ズ
Ｕ
Ｐ
！
多
様
性
と

意
識
改
革
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
２
日
目
の
全
体
会
で
は
、
俳
優
の
速
水

も
こ
み
ち
氏
が
「
食
の
道
〜
料
理
は
最
強

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
の
演

題
で
記
念
講
演
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
尽
力
し
た
方
々
へ
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
、「
き
ら
り
と
輝
く
九
州
人

大
賞
」
で
福
岡
県
か
ら
行
橋
市
立
行
橋
北

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
池
田
あ
つ
子
さ
ん
が
大
賞
に
、

糸
島
市
立
南
風
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
成
冨
佳
代
子

さ
ん
が
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

おめでとう
　ございます♪

分科会参加レポート

※次号（3月号）の「キラリ　
オンリーワンＰ」で池田あ
つ子さんのインタビュー記
事を掲載します。お楽しみ
に！
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PTA 通信

★

北九州

　新延小PTAは、行事等で、子
どもたちが楽しく学校生活を
送れるように、いろいろと考え
協力しています。11月にはお世話になった
方を招待して「ふれあい感謝集会」をしま
した。本年度はさらにポップコーンコー
ナーと射的、昔遊びなどのコーナーも取り
入れました。１月には「どんど焼き」をして
います。長い竹を組んで作るので迫力満点

です。くじ引きもあり大いに盛り上がりま
す。
　また、PTA役員、新延小Ennoshitaの
会、先生方とともに、除草作業を年に１度
行っています。
　鞍手町では令和10年に６校が統合さ
れ、一つの新しい小学校が誕生します。そ
のため、新延小として活動できるのは、あと
２年と少しになります。地域、学校、家庭
がつながり、子どもたちのことを温かく見守
り、一年一年を大切に過ごしていきたいと
思います。 （新延小PTA会長　藤井智美）

楽しい学校に！
鞍手町立新延小学校

京築

　椎田中PTAは、本年度から
ボランティア制を導入し、学校
運営協議会をはじめ、地域の
方と協力して活動を行っています。
　地域全体で、「子どもたちを前向きに伸
ばしていこう」という思いを込めて始まった
「親子ふれあいうどん打ち研修会」は、本
年度で20周年です。なぜ「うどん打ち」な
のか？ それは、うどん打ちの過程を子育て

と重ね合わせているからです。ダマになら
ないように注意しながら優しく小麦粉に水
を混ぜ（幼年期）／コシのあるうどんにする
ために踏んで試練を与える（思春期）。そし
て、生地を延ばす時には方向を変えながら
前向きだけに延ばす…うどん打ちと同じよ
うに「子どもたちを前向きに伸ばしていこ
う」という思いが込められています。
　今後も、子どもたちを前向きに育ててい
けるように、地域・家庭・学校であたたか
いつながりづくりに励みます。

（椎田中PTA会長　髙瀬里沙）

地域とともに

単Pが 主役！

20年続くうどん打ち研修会

福岡

　本校は、自然豊かな那珂川
市の中でも住宅街に位置す
る、創立142年という歴史ある
学校です。生活科や社会科、総合的な学
習の時間に保護者だけでなく、多くの地域
の方々がゲストティーチャーとして共育活
動にも積極的に参加していることから、保
護者や地域も「地域とともにある学校」と
しての意識を高くもっています。
　PTA活動としては、「できる人が、できる
時に、できることをして楽しむ」をモットー
に活動を進めています。特に、毎月第1月曜
日には「子どもたちと一緒に正門でのあい
さつ運動」に取り組み、朝から気持ちのよ
いあいさつの声を響かせています。また、
毎年12月の「安徳フェスタ」では、PTA役
員や委員、ボランティアの有志で体験型
ブースや、チャレンジ型ブース、創作活動

ブースなどを企画・準備し、縦割り班で考
動する子どもたちも楽しく学び、たくさんの
笑顔とふれあいがあふれるフェスタをつく
りあげています。
　今後も、子どもたちの笑顔だけでなく私
たちPTAも笑顔になる取り組みを創造して
いきたいと思います。

（安徳小PTA副会長　栁井美香）

子どもの笑顔を創るために

北筑後

　本郷小学校では学校、地
域、PTA共通の目標として「大
人から　明るい　挨拶」という
全体のテーマを掲げ、さまざまな活動を推
進しております。コミュニケーションのはじ
まりである挨拶を、大人として手本を見せ
て、元気な挨拶ができる育成を目標の一つ
としております。
　その中での活動の一つである「家族ふ
れあいウィーク」をご紹介いたします。毎年
10月度のPTA行事としまして、約１週間の
家族とのふれあいテーマを選定して取り組
んでいただくものとなります。日々忙しい中
でもこの１週間は目標に向けて、子どもと
家族のふれあいに意識をもたせ、家族の
「わ」を築くきっかけを造るものとなりま
す。終了後には、「わたしの感想」と「保護
者の感想」を家族の中で共有することや、

データを集計し次の目標設定に活かすこと
で、日頃の忙しい生活の中でも家族のふれ
あい時間を有効に活かすことができる活動
となっています。このような活動をはじめと
し、地域の方々やPTA全体としての関わり
を大切にし活動に取り組んでいます。

（本郷小PTA会長　佐藤辰二）

子どもたちと家族、地域の方の絆造り

筑豊

　「みんなといっしょにできて
たのしかったです。来年はリー
ダーをがんばりたいです。」
　これは「いのっ子チャレンジ」に参加し
た子どもの振り返りです。本学園では１～
４年生をⅠ期とし、４年生がリーダーとして
活動します。
　「いのっ子チャレンジ」はPTA主催のⅠ
期行事で、けん玉など５つのコーナーをま
わり、最後にチームで協力して暗号を解く
体験型イベントです。準備や運営はPTA委

員が担い、保護者からは「子どもたちがイキイキしていた」
「協力して喜び合う姿に感動した」との声が寄せられまし
た。学校と保護者がともに子どもたちの成長を支える、本
学園を代表する取り組みです。

（猪位金学園PTA会長　伊藤基樹）

いのっ子チャレンジ
南筑後

　福岡県南部に位置する、フ
ルーツや緑に囲まれた上広川
小学校では、長年さまざまな
読書活動に取り組んでいます。
　先生や保護者、地域の方による読み聞
かせや、朝の活動の時間に低学年が行う
読み聞かせ、中・高学年はひとり読みを
する「あさどく」、異学年ペアで読み聞か
せをする「たてどく」、お家で親子で読み
聞かせをする「うちどく」。その他にも、
読書旬間や読書月間を実施。絵本コンシェ

ルジュの資格をもつ学校司書が各学年に
薦める本の「セレクト30」を読む取り組
みや、１年生保護者を対象にした親子読
書会を開き、学校・家庭・地域と連携し
た活動を継続して行っています。その背景
には、読書で得られる想像力・読解力・
語彙力等を大切にし、本の大切さを味わっ
てほしいという先生方の思いが込められて
います。
　令和４年度には学校図書館コンクール
最優秀賞・文部科学大臣賞を受賞いたし
ました。これからも読書を通し、子どもた
ちの豊かな心の育成をみんなで支えていき
たいです。

（上広川小PTA会長　友野奈未）

本で育む豊かな感性

★

★
★

★★ 「よいしょ、よいしょ」みんなでもちつき どんど焼きの点火前。毎年恒例

「けん玉」。成功するまで
委員さんたちも必死で声援を送ります

「ユニホック」。ゴールに向かって、球を打ちます。
委員さんが危なくないように見守ってくれています

読み聞かせをしている様子

「家族ふれあいウィーク」の取り組み

築上町立椎田中学校

田川市立小中一貫校 猪位金学園広川町立上広川小学校

大刀洗町立本郷小学校　

那珂川市立安徳小学校

入った球の数で競い合う
「アジャタ（玉入れ）」。

委員さんたちは、玉が当たっても
痛くないようにヘルメット着用です

安
徳
フ
ェ
ス
タ

（
イ
ラ
イ
ラ
棒
に
挑
戦
ブ
ー
ス
）

の
様
子

あ
い
さ
つ
運
動
の
様
子

【お詫び】
前号までのPTA通信に、一部の離島が掲載できていなかった
ことをご指摘いただきました。お詫びいたしますとともに、
これを機に離島の学校の魅力にもしっかり目を向けた
紙面づくりを心がけてまいります。

除
草
作
業
後
の
集
合
写
真
。

す
っ
き
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

に のぶ

いかねいひろかみ かわ

ほんごう

あんとく

しい だ
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PTA 通信

★

北九州

　新延小PTAは、行事等で、子
どもたちが楽しく学校生活を
送れるように、いろいろと考え
協力しています。11月にはお世話になった
方を招待して「ふれあい感謝集会」をしま
した。本年度はさらにポップコーンコー
ナーと射的、昔遊びなどのコーナーも取り
入れました。１月には「どんど焼き」をして
います。長い竹を組んで作るので迫力満点

です。くじ引きもあり大いに盛り上がりま
す。
　また、PTA役員、新延小Ennoshitaの
会、先生方とともに、除草作業を年に１度
行っています。
　鞍手町では令和10年に６校が統合さ
れ、一つの新しい小学校が誕生します。そ
のため、新延小として活動できるのは、あと
２年と少しになります。地域、学校、家庭
がつながり、子どもたちのことを温かく見守
り、一年一年を大切に過ごしていきたいと
思います。 （新延小PTA会長　藤井智美）

楽しい学校に！
鞍手町立新延小学校

京築

　椎田中PTAは、本年度から
ボランティア制を導入し、学校
運営協議会をはじめ、地域の
方と協力して活動を行っています。
　地域全体で、「子どもたちを前向きに伸
ばしていこう」という思いを込めて始まった
「親子ふれあいうどん打ち研修会」は、本
年度で20周年です。なぜ「うどん打ち」な
のか？ それは、うどん打ちの過程を子育て

と重ね合わせているからです。ダマになら
ないように注意しながら優しく小麦粉に水
を混ぜ（幼年期）／コシのあるうどんにする
ために踏んで試練を与える（思春期）。そし
て、生地を延ばす時には方向を変えながら
前向きだけに延ばす…うどん打ちと同じよ
うに「子どもたちを前向きに伸ばしていこ
う」という思いが込められています。
　今後も、子どもたちを前向きに育ててい
けるように、地域・家庭・学校であたたか
いつながりづくりに励みます。

（椎田中PTA会長　髙瀬里沙）

地域とともに

単Pが 主役！

20年続くうどん打ち研修会

福岡

　本校は、自然豊かな那珂川
市の中でも住宅街に位置す
る、創立142年という歴史ある
学校です。生活科や社会科、総合的な学
習の時間に保護者だけでなく、多くの地域
の方々がゲストティーチャーとして共育活
動にも積極的に参加していることから、保
護者や地域も「地域とともにある学校」と
しての意識を高くもっています。
　PTA活動としては、「できる人が、できる
時に、できることをして楽しむ」をモットー
に活動を進めています。特に、毎月第1月曜
日には「子どもたちと一緒に正門でのあい
さつ運動」に取り組み、朝から気持ちのよ
いあいさつの声を響かせています。また、
毎年12月の「安徳フェスタ」では、PTA役
員や委員、ボランティアの有志で体験型
ブースや、チャレンジ型ブース、創作活動

ブースなどを企画・準備し、縦割り班で考
動する子どもたちも楽しく学び、たくさんの
笑顔とふれあいがあふれるフェスタをつく
りあげています。
　今後も、子どもたちの笑顔だけでなく私
たちPTAも笑顔になる取り組みを創造して
いきたいと思います。

（安徳小PTA副会長　栁井美香）

子どもの笑顔を創るために

北筑後

　本郷小学校では学校、地
域、PTA共通の目標として「大
人から　明るい　挨拶」という
全体のテーマを掲げ、さまざまな活動を推
進しております。コミュニケーションのはじ
まりである挨拶を、大人として手本を見せ
て、元気な挨拶ができる育成を目標の一つ
としております。
　その中での活動の一つである「家族ふ
れあいウィーク」をご紹介いたします。毎年
10月度のPTA行事としまして、約１週間の
家族とのふれあいテーマを選定して取り組
んでいただくものとなります。日々忙しい中
でもこの１週間は目標に向けて、子どもと
家族のふれあいに意識をもたせ、家族の
「わ」を築くきっかけを造るものとなりま
す。終了後には、「わたしの感想」と「保護
者の感想」を家族の中で共有することや、

データを集計し次の目標設定に活かすこと
で、日頃の忙しい生活の中でも家族のふれ
あい時間を有効に活かすことができる活動
となっています。このような活動をはじめと
し、地域の方々やPTA全体としての関わり
を大切にし活動に取り組んでいます。

（本郷小PTA会長　佐藤辰二）

子どもたちと家族、地域の方の絆造り

筑豊

　「みんなといっしょにできて
たのしかったです。来年はリー
ダーをがんばりたいです。」
　これは「いのっ子チャレンジ」に参加し
た子どもの振り返りです。本学園では１～
４年生をⅠ期とし、４年生がリーダーとして
活動します。
　「いのっ子チャレンジ」はPTA主催のⅠ
期行事で、けん玉など５つのコーナーをま
わり、最後にチームで協力して暗号を解く
体験型イベントです。準備や運営はPTA委

員が担い、保護者からは「子どもたちがイキイキしていた」
「協力して喜び合う姿に感動した」との声が寄せられまし
た。学校と保護者がともに子どもたちの成長を支える、本
学園を代表する取り組みです。

（猪位金学園PTA会長　伊藤基樹）

いのっ子チャレンジ
南筑後

　福岡県南部に位置する、フ
ルーツや緑に囲まれた上広川
小学校では、長年さまざまな
読書活動に取り組んでいます。
　先生や保護者、地域の方による読み聞
かせや、朝の活動の時間に低学年が行う
読み聞かせ、中・高学年はひとり読みを
する「あさどく」、異学年ペアで読み聞か
せをする「たてどく」、お家で親子で読み
聞かせをする「うちどく」。その他にも、
読書旬間や読書月間を実施。絵本コンシェ

ルジュの資格をもつ学校司書が各学年に
薦める本の「セレクト30」を読む取り組
みや、１年生保護者を対象にした親子読
書会を開き、学校・家庭・地域と連携し
た活動を継続して行っています。その背景
には、読書で得られる想像力・読解力・
語彙力等を大切にし、本の大切さを味わっ
てほしいという先生方の思いが込められて
います。
　令和４年度には学校図書館コンクール
最優秀賞・文部科学大臣賞を受賞いたし
ました。これからも読書を通し、子どもた
ちの豊かな心の育成をみんなで支えていき
たいです。

（上広川小PTA会長　友野奈未）

本で育む豊かな感性

★

★
★

★★ 「よいしょ、よいしょ」みんなでもちつき どんど焼きの点火前。毎年恒例

「けん玉」。成功するまで
委員さんたちも必死で声援を送ります

「ユニホック」。ゴールに向かって、球を打ちます。
委員さんが危なくないように見守ってくれています

読み聞かせをしている様子

「家族ふれあいウィーク」の取り組み

築上町立椎田中学校

田川市立小中一貫校 猪位金学園広川町立上広川小学校

大刀洗町立本郷小学校　

那珂川市立安徳小学校

入った球の数で競い合う
「アジャタ（玉入れ）」。

委員さんたちは、玉が当たっても
痛くないようにヘルメット着用です

安
徳
フ
ェ
ス
タ

（
イ
ラ
イ
ラ
棒
に
挑
戦
ブ
ー
ス
）

の
様
子

あ
い
さ
つ
運
動
の
様
子

【お詫び】
前号までのPTA通信に、一部の離島が掲載できていなかった
ことをご指摘いただきました。お詫びいたしますとともに、
これを機に離島の学校の魅力にもしっかり目を向けた
紙面づくりを心がけてまいります。

除
草
作
業
後
の
集
合
写
真
。

す
っ
き
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

に のぶ

いかねいひろかみ かわ

ほんごう

あんとく

しい だ
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第２回

柳川市立藤吉小学校育友会
ふじよし

今回のオンリーワンは…

キラリ　オンリーワンP 個性がキラリ　　取り組みがオンリーワン　　そんな単位
PTAが登場するこのコーナー。第2回は、前号で登場された
藤吉小育友会の座談会の様子をお届けします。

育
友
会
は
、み
ん
な
が
主
役
！

　藤
吉
小
育
友
会
の
役
員
さ
ん
に
、
役
員
を
受
け
た
経
緯
や
、
P
T
A
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
座
談
会
形

式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
見
え
て
き
た
、
P
T
A
活
動
へ
の
想
い
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
（
藤
吉
小
育
友
会
　橋
爪
大
輔
）

●
い
こ
サ
ン
（
育
友
会
・
５
年
生
）

　正
直
、
最
初
は
気
が
進
ま
な
い
部
分
も

あ
っ
た
が
、
子
ど
も
に
「
頑
張
り
な
さ
い
」

と
言
う
前
に
、
ま
ず
自
分
が
知
ら
な
い
世
界

に
一
度
入
っ
て
み
て
、
そ
の
上
で
子
ど
も
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
た
い
と
考
え
た
の
が

き
っ
か
け
。

●
ひ
ぐ
ち
サ
ン
（
育
友
会
・
５
年
生
）

　い
つ
の
間
に
か
入
っ
て
い
た
。
今
は
、
中

に
入
っ
て
み
て
、
大
人
側
の
意
見
を
出
し
合

い
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
た
め
に
な
れ
ば
良
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
る
。

●
く
ら
も
と
サ
ン
（
育
友
会
・
４
年
生
）

　子
供
会
で
「
母
の
会
」
の
役
員
を
軽
い
気

持
ち
で
引
き
受
け
、
く
じ
引
き
で
会
長
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
母
の
会
で
の

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
や
先
生
と
触
れ
合

う
時
間
が
増
え
、
学
校
や
学
校
生
活
の
見
え

方
が
変
わ
り
、
継
続
し
て
活
動
し
た
い
と
考

え
た
。

●
き
く
つ
ぎ
サ
ン
（
顧
問
会
懇
親
会
担
当
・

６
年
生
）

　保
護
者
と
し
て
12
年
間
、
学
校
と
関
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
得
た
学
校
の
知
識
を
活

か
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
女
性
役

員
が
少
な
い
状
況
を
考
慮
し
、
12
年
間
の
学

校
へ
の
恩
返
し
と
し
て
引
き
受
け
た
。

●
い
の
う
え
サ
ン
（
母
の
会
監
事
・
４
年
生
）

　4
人
の
子
ど
も
が
お
り
、
小
学
校
と
長
く

関
わ
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
学
校
生
活
が
よ

り
楽
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
、
活
動
を
通
し

て
そ
れ
を
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
親
子
の
つ
な

が
り
や
会
話
の
き
っ
か
け
が
増
え
れ
ば
い
い

と
い
う
想
い
で
活
動
し
て
い
る
。

●
つ
つ
み
サ
ン
（
母
の
会
会
長
・
６
年
生
）

　私
も
子
供
会
で
母
の
会
に
入
り
、
く
じ
引

き
で
会
長
に
な
っ
た
。
当
初
は
硬
く
、
厳
し

く
、
義
務
感
の
あ
る
活
動
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
際
は
誰
も
が
「
一
緒
に
考
え
て
一
緒

に
や
ろ
う
」
と
い
う
姿
勢
で
、
一
人
で
や
る

　皆
さ
ん
仰
っ
て
い
た
の
は
、
無
理

を
せ
ず
、
ま
ず
は
自
分
が
楽
し
む
こ

と
。
そ
し
て
、
何
で
も
自
分
が
し
な

い
と
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
人
が
や
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
、
み
ん
な
で
や
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
お
母
さ
ま
方
か
ら
は
、

夜
間
の
会
議
が
多
い
た
め
、
夫
や
家

族
の
協
力
が
な
い
と
、
特
に
母
親
は

参
加
し
づ
ら
い
と
い
う
意
見
や
、
親

が
何
を
し
て
い
る
か
子
ど
も
が
分

か
っ
て
い
る
と
、
子
ど
も
も
協
力
し

て
く
れ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
。

●
ざ
い
つ
サ
ン
（
父
親
委
員
担
当
・
３
年
生
）

　以
前
は
仕
事
も
活
動
も
他
地
域
だ
っ
た

が
、
根
底
に
「
柳
川
で
地
域
貢
献
を
し
た

い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
職
も
柳
川

に
変
え
た
。
現
在
は
楽
し
く
活
動
で
き
て
お

り
「
行
く
と
こ
ま
で
行
け
」
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
つ
つ
み
サ
ン
（
育
友
会
学
年
委
員
担
当
・

６
年
生
）

　7
年
前
、
現
会
長
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
。

最
初
は
会
議
が
硬
く
、
母
の
会
会
長
が
強
い

印
象
を
受
け
非
常
に
嫌
だ
っ
た
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
た
め
に
と
入
っ
て
、
自
身
が
母
校

の
卒
業
生
で
あ
っ
た
た
め
過
去
を
知
る
人
間

が
い
て
も
良
い
か
と
考
え
、
7
年
間
続
け
て

い
る
。

●
お
お
つ
会
長
（
育
友
会
会
長
・
５
年
生
）

　前
会
長
に
「
俺
を
助
け
る
と
思
っ
て
」
と

「
魔
法
の
言
葉
」
を
か
け
ら
れ
た
の
が
き
っ

か
け
。
今
は
自
分
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

と
感
じ
て
お
り
、
暴
走
し
た
と
き
に
止
め
て

く
れ
る
仲
間
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
印
象
。
自

身
は
「
お
飾
り
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
メ
ン

バ
ー
全
員
が
主
役
だ
と
考
え
て
い
る
。

―
P
T
A
役
員
を
引
き
受
け
た

　経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

★
P
T
A
活
動
の

　ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
…

　役
員
を
受
け
た
経
緯
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
が
、
学
校
へ
の
感
謝
、
地
域

へ
の
貢
献
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
と
い
う
想
い
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
は
「
ま
ず
は
自
分
が
楽
し

む
こ
と
」
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

仰
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。
何
ご
と
も
、
知
ら
な
い
こ
と
、

分
か
ら
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
の
は
勇
気
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
何
か
の
た
め
に
」
と
い

う
想
い
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

す
る
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
気
が
し

ま
す
。

　そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
想
い
、

取
り
組
む
P
T
A
活
動
は
、
ひ
い
て

は
学
校
や
地
域
の
豊
か
さ
に
つ
な
が

る
…
そ
う
思
え
た
ひ
と
時
で
し
た
。

★
最
後
に
、
皆
さ
ん
の

　想
い
に
触
れ
て
…

※
（
　）
内
は
所
属
と
子
ど
も
の
学
年

　
9
月
15
日
、
６
ブ
ロ
ッ
ク
母

親
代
表
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
子
育
て
や
仕
事
、
家
事
を

し
て
い
く
中
で
母
親
が
い
か
に

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
い
ら
れ
る

の
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
い

る
の
か
。
そ
れ
が
、
子
育
て
に

ど
う
影
響
す
る
の
か
。
と
い
う

こ
と
に
着
目
を
し
、
看
護
師
で

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
も

活
動
さ
れ
て
い
る
小
山
路
幸
恵

先
生
に
「
ア
ロ
マ
の
癒
や
し
の

力
」
に
つ
い
て
の
講
話
と
ア
ロ

マ
ス
プ
レ
ー
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
講
話
で
は
ア
ロ
マ
の
香
り
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
脳
の
大
事
な
部

分
に
届
き
、
自
律
神
経
等
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
学
ん
だ
上
で
、
3
種
類
の

香
り
の
中
か
ら
今
の
気
分
、
直

感
で
好
き
な
香
り
を
選
び
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
ア
ロ
マ

ス
プ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
先
生
の
講
話
を
元

に
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
法
を
伝
え
合
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
何
歳
に
な
っ
て
も
ハ

グ
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
等
な
ん
で
も

い
い
か
ら
子
ど
も
と
触
れ
合
う

大
切
さ
、
そ
し
て
1
人
の
時
間

を
も
つ
こ
と
で
マ
マ
は
笑
顔
で

い
ら
れ
る
、
余
裕
が
で
き
る
、

そ
れ
が
い
か
に
重
要
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
話
を
聞
き
、
良
い
こ
と

は
吸
収
し
て
家
で
も
実
践
し
て

み
よ
う
！
と
、「
県
P
で
愛
を
叫

ぶ
〜
言
葉
に
す
る
こ
と
の
大
切

さ
〜
」
の
テ
ー
マ
に
添
っ
た
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
前
向
き
に
な

れ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　（
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
母
親
代
表

　
　
西
河
佐
江
子
）

令和７年度

６ブロック
母親代表研修会

講師の幸恵先生

PTAに対する印象が
ガラッと変わりました！

ワークショップでは
香りとお喋りで
元気をチャージ！

こ
や
ま
じ
ゆ
き
え

忙しい日々、
アロマの力で癒やされて…♪

このコーナーに登場してく
ださる単Pを大募集。自薦・
他薦は問いません。どしど
しご応募ください！

大募集！

ご応募は
コチラから➡
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子どもたちが毎日食べている「給食」について学びました 令和
７年度

P
T
A
学
校
給
食
教
室

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に

欠
か
せ
な
い
「
食
生
活
」
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
給
食

教
室
（
主
催
／
福
岡
県
教
育
委
員

会
、
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
福
岡

県
学
校
給
食
会
）
が
、
10
月
３
日
・

北
九
州
地
区
、
10
月
28
日
・
福
岡
地

区
、
11
月
12
日
・
南
筑
後
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
県
教
育
庁
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健

康
課
指
導
主
事
か
ら
「
学
校
に
お
け

る
食
育
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
講

話
が
あ
り
、
朝
食
の
大
切
さ
や
学
校

給
食
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
、
お
楽
し
み
の
調
理
実

習
。
班
に
分
か
れ
て
、
実
際
の
給
食

メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。
協
力
し
な

が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
調
理
を
行

い
、
試
食
で
は
「
お
い
し
い
ね
」

「
こ
ん
な
給
食
が
出
る
な
ら
安
心
」

と
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
で
は
、
年

間
約
1
9
0
日
、
給
食
が
提
供
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
子
ど
も
の
ア
イ
デ

ア
を
給
食
に
生
か
す
工
夫
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
力

を
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
話

題
に
あ
が
り
ま
し
た
。（

福
岡
地
区
）

○調理実習は大人同士楽しく会話しながらでしたので、とっても料理が楽
しく感じました。子どもたちにもこの楽しさが伝えられるといいなと思
いました。まずは一緒に調理することにチャレンジします。
○身近な食材も当たり前ではないこと、温かい食事を誰かと一緒に食べ
られる幸せを子どもたちにも話してあげたいと思いました。
○福岡県全体の郷土愛をもたらすためにも、他地域の北九州、久留米、筑
豊とともに学ぶ体験が子どもの頃からあると良い。
○約190日分のメニューをバランスを考えて作られているので、子どもたち
の成長につながっていることを実感しました。
○保護者の関心としては給食費の無償化による良いことや弊害、現場の
ことをより詳しく聞きたいと思いますので、もう少し踏み込んだ内容で
もいいかもしれません。

●献立
ご飯、さばのごま煮、ひじきと大豆
の煮もの、味噌汁、牛乳
※味噌汁は写真には入っていません。

●献立
麦ご飯、ハニー梅の鶏ソテー、
八女茶ご汁、牛乳

●献立
麦ご飯、鮭のもみじ焼き、小松菜と
切干のごま和え、炒り豆、あかもく
の味噌汁、牛乳　
※炒り豆は写真には入っていません。

★レシピは公益財団法人福岡県学校給食会の
　HPで公開中！　

実際に作って、食べてみました！

北九州

福岡

南筑後

地元の食材が
たくさん

使われているんだね

この調理法、
家でも

やってみよう♪

いりこだ
し、

こうやっ
て

とるんだ
ね！

参加者の感想

山際千津枝
の

ご馳走…ごちそう

─ マングースの独り言 ─ Vol.130

食べるってなあに
　食事の後に「ごちそうさま」とか「今日はごちそうだね」とか普通
に言っていますが、ごちそうを漢字で書くと「ご馳走」と書きますね。
「馳走」は「駆け走る、走り回る、馬を走らせる」という意味。料理を
作るための食材を手に入れるためにあちこちを走り回ることから、こ
の言葉が使われるようになったのです。だから食事の後の「ごちそう
さま」は食事を用意してくれた人ヘの感謝の言葉なのです。もちろん、
その食べ物を育んでくれた陽の光や、水や土への気持ちも込めてい
ます。
　「ごちそうさま」「ありがとう」はとても美しい日本語ですが、日頃
はあまり考えず習慣的に口にしている場合もあるかもしれません。と
ころが10月の半ば、仕事で訪れたある場所で心の底から「ごちそうさ
ま」と手を合わせる料理に出会いました。
　熊本県八代の1300～1700m級の峡谷に囲まれた秘境。平家の落
人の逃れた場所としても知られている「五家荘」です。
　熊本八代の泉で仕事でしたが、１日お休みをいただいてこちらに足
を延ばし、民宿にお世話になりました。木々に囲まれた古民家でい
ただく夕食を楽しみにはしていましたが、品数の多さ、珍しい食材、
素材の風味を損なわない薄味ながら深みのある味わいに圧倒されま

した。近所の商店で買ったようなものが一つもないのです。そもそも
１時間以上車を走らせないとお店はありませんでしたが。
　鹿の燻製、ヤマメの塩焼き、ニジマスのお刺身、干し筍とワラビの
煮物、きめ細かくしっかりとしたお豆腐、季節の野菜の白和えに酢味
噌和え、からりと揚がったムカゴ、親鶏の出汁で炊いた手打ちそば
等々、とても数えきれません。デザートはイチジクとキンカンの甘煮と
干し柿、梨とサツマイモのシロップ煮。お茶も水が良いので格別に香
り高いのです。
　「ごちそうさま。とても珍しいものばかり、美味しくて感動しまし
た」と伝えました。宿の女将さんは「小さい頃からずっと親の手伝い
をしていたので、掃除や料理や洗濯が大好きなのでちっとも苦にな
らないのです」。続けて「食材はご近所さんからいただくものも多い
ので助かります」と。
　その時にガラリと戸が開く音がして女性が入ってこられて「たくさ
ん裏庭で採れたから」と、前掛けからコロコロとムカゴをテーブルの
上に。あまりのタイミングの良さに私たちは皆で顔を見合わせて笑い
声をあげました。
　幸せな秋の一日でした。

やまぎわ・ちづえ
食をコミュニケーションツールと考えている料理研究家。その他エッセイスト・テレビ、
ラジオのコメンテーター。現在は博多阪急デパートにおいて地下食品販売部アドバイザー
を務める。

ごかのしょう
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研修会の動画配信中
貴重なお話が聞けます！ぜひご覧ください。

パスワード：manabi

ホームページ

活動報告

ひろば

福岡県PTA連合会 

令和６年度 “新”家庭教育宣言
実践報告会（まなびのひろば）

令和5年度 役員研修会

令和4年度 子育て研修会

令和５年度 “新”家庭教育宣言
実践報告会（まなびのひろば）

令和4年度 “新”家庭教育宣言
実践報告会（まなびのひろば）

第2回 学ビバ!!
FUKUOKA 2022 福岡県大会

◎
研
修
会
の
日
程
確
認

◎
資
料
の
閲
覧
も
O
K

⬇

⬇

ブックマークしておくと
便利です！

ナニコレ珍
学校や地域の面白ネタを紹介！

Ｐ
百景

　明治６年創立から150年。筑後
市立羽犬塚小学校はこの大きな節
目を祝し、令和7年11月１日に記念
式典を開催しました。
　この式典に向けては25年前、当
時の児童たちが将来の自分に向け
てタイムカプセルを埋めたところか
ら始動。式典の部ではその開封動
画の他にも、校庭での人文字作成
などが上映され、感慨深いものと
なりました。また、講演の部では下
町ロケットのモデルとされる植松
努氏をお招きし、「思うは招く」の
テーマでご講演いただきました。
　羽犬塚小学校は、これまで築か
れてきた歴史と伝統を大切にしな
がら、これからも子どもたちの夢と
希望を育む学び舎として歩み続け
ていきます。
（副会長・親代表　角　朋弥）

筑後市立羽犬塚小学校PTA
は いぬづか

創立150年を祝う

「羽犬伝説」
から生まれた
筑後市の
キャラクター
「はね丸」

筑後市内には
羽犬をモチーフにした
像やモニュメント
があるよ！

探してみてね♪

科 学 館 情 報

福岡県青少年科学館　久留米市東櫛原町1713
☎ 0942－37－5566（代）　FAX 0942－37－3770

☆イベント情報
　１月１０日（土）・１１日（日）・１２日（月・祝）

☆コスモシアター番組情報

キッズチャレンジ
　～めざせ！ホールインワク♪星
　　ブラックホールをそえて～

スネ夫からハワイで見た満天の星に感動したという自慢話を聞い
たのび太たち。満天の星を見た事が無いのび太は悔しがり、ドラ
えもんに相談すると、室内にいながら旅行気分が味わえるひみつ
道具『室内旅行機』を取り出し、のび太の部屋にハワイの満天の
星を映し出してくれました。ドラえもんから、人は太古の昔から星
空を見て、それぞれに思いを巡らし、宇宙を理解しようとさまざま
な「宇宙の模型」が作られてきたという話を聞きます。
宇宙の姿を確かめるために、マイクロコピーで本物の宇宙を完全
に再現している『天球儀』の中へ入るのび太たち。宇宙船に乗って
宇宙旅行に出かけるも、ブラックホールへと近づきすぎてしまい
吸い寄せられそうに！のび太たちは無事に地球に戻ることができ
るでしょうか！？

Ⓒ藤子プロ・小学館・
　テレビ朝日・シンエイ・
　ADK

「プラネタリウム　ドラえもん　宇宙の模型」

宇宙に地球が誕生し、やがて命が生まれ、育まれてきた。数えきれ
ない偶然と絶妙なバランスによって守られた地球。はるかな時を
超えて今、この星に生まれ、大切な人と出会えた奇跡。その奇跡の
ストーリーを平原綾香さんの深みのある歌や優しい語りとともに
お届けします。クライマックスは名曲『Jupiter』とともに人類の
探究心を翼に壮大な宇宙への旅へ。

きらめく星空とともに、いのちのストーリーをお楽しみください。

©コニカミノルタ プラネタリウム株式会社

「平原綾香　いのちの星の詩　～SPECIAL EDITION～」

太陽系の惑星をモチーフにしたパットゴルフに挑戦し
たり、光るフォトスポットで記念写真を撮ったりして楽
しく遊びながら惑星について知ることができるよ☆
参加したお子様にはプレゼントがあります！

★「羽犬伝説」を知っていますか？★

大募集

　筑後市では、背中に羽を持つ伝説上の犬「羽犬（はねいぬ）」に
まつわる物語が、約400年前から語り継がれています。

このコーナーに登場してくださる人・モノ・コト
を募集しています。学校や地域の面白ネタを
お寄せください！

「
羽
犬
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

ご応募はコチラから➡


